名 機 の 回 路 を 検証 する (67) 


エレ クト ロニ ッ ク ・ イ ンス ツル メン ト Model HF-52 
EL34 ブッ シュ プ ブル ・ 
ュー ジノ ー プ ) ルプ ブ プリメイン アン プ [実験 機 編 ] 


渡辺 直樹 AANAse Na。k 


1 月 号 で 検証 し た 原 機 , 米 エ レク トロ ニッ ク ・ イ ン 
スツル メン ト 製 Model HF-52 は 特性 の 安定 性 を 図る 
た め , プリ アン プ 部 の 重要 な と ころ に は 同社 独自 の 
特殊 部 品 を 使用 し て お り , 汎用 部 品 で は 構成 不可 能 
な た め , まっ た く 同 じ よ うに 製作 する こと は で き な 
い . 実験 機 で は , 一 応 原 機 の よう に フォ ノイ コラ イ 


ザー プ 音 質 調 整 回 路 は NF 型 で 構成 し て プリ アン プ 
部 と し た . メイ ン ア ンプ 部 は , 出力 トラ ンス , 電源 
トラ ンス 以外 は 原 機 と ほぼ 同様 な 構成 . 入力 0.7V で 
定格 出力 50W. 負 帰 還 量 は 原 機 と 同じ 17dB で , こ 
の た め 外 率 特性 は ハー ド デ ィ スト ーション 型 . 平均 
歪 率 は 実験 機 の 方 が 若干 少な め と な っ た . 


実験 機 プ リア ンプ 部 の 
変更 箇所 


先月 号 で も 触れ まし た が 原 機 の 
プリ アン プ 部 は , 同機 が キッ ト 商 
西 と し て も 発売 され て いま し た の 
で , だ れ が 組み 立て て も ., 工場 組 
み 立 て の 製品 と 機能 的 な 差 が 出 な 
いよ うに 考慮 され て いま し た . 

プリ アン プ 部 は 扱う 信号 電圧 が 
微小 で あり , ゲイ ン も 大 きく , 配 
線 も 軸 還 する の で 配線 間 の 結合 な 
ど に より 誘導 ハム や 発振 な どの ト 
ラブ ル が 生じ や すい 部 分 で す . ま 
た , 特性 の 変化 も 起こ る 可能 性 も 
ある の で , 同社 独自 の 部 品 を 使用 
する こと に より , キッ ト 商 品 の 特 
性 の 安定 性 を 図っ て いま す . 

特に , 音質 調整 回 路 に 使用 され 


て いる (CRL) 29751,. お よび ラウ 
ド ネ ス 回 路 に 使わ れ て いる (CRL) 
PC 324 の 2 個 の モジ ュー ル が 使 
用 部 品数 を 減ら し て . それ ぞ れ の 
回 路 の 機能 を 高め て いま す . 

上 記 以 外 に も , 入力 セレ クタ ー 
用 の ロー タリ ー ス イッ チ は , 汎用 
スイ ッ チ で は 代替 え で き な い 特殊 
な 構造 を 持っ て いま す . ラウ ド ネ 
スコ ント ロー ル 用 の 可変 抵抗 器 る 
抵抗 体 か ら 2 か 所 の タッ プ が 出 
て いる 特殊 部 品 で す . 

以上 の よう に , 回 路 構成 上 の 最 
も 肝要 な 箇所 は 代替 え 用 部 品 の な 
い 特 殊 部 品 を 使用 し て いる た め , 
プリ アン プ 部 の 正確 な 復元 は 諦め 
る と と と し まし た 。、 

し か し , 原 機 は プリ メイ ン ア ン 
プ で すか ら , 実験 機 も 同様 に し ま 


し た . 種々 検討 の 末 , 使用 し た 回 
路 は , 一 応 原 機 ど お り に イコ ライ 
ザー 回 路 部 も 音質 調整 回 路 部 も 
NF 型 で 構成 し , 実験 機 の プリ ア 
ンプ 部 と し て 搭載 し まし た . 

メイ ン ア ンプ 部 の 変更 箇所 に つ 
いて は , プリ アン プ 部 ほど で は な 
い の で 後述 し ます . 


プリ アン プ 部 の 
フォ ノイ コラ イザ ー 回 路 


実験 機 の プリ アン プ 部 の 構成 を 
図 1 に 示し ます . 


(1) NF 型 イ コラ イザ ー 

まず , フォ ノイ コラ イザ ー 回 路 
より 説明 し ます . 

録音 時 , 低 域 は 信号 を 減衰 させ 
て いる の で , プレ イ バ ッ ク 時 に は 
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[ 図 6] HF-52 実 験 所 の メイ ン ア ンプ 部 の 回 路 


電源 トラ ンス : K884 
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[ 図 7] 使用 トラ ンス 類 の 仕様 


財 洒 馬 通 汁 商 押 遍 党 


コン デン サー が 壊れ た 場合 , バイ 
テア ス 電 圧 が 得 ら れ な く な り 出 力 管 
破損 に 至る こと も 考え られ ます の 
で , どう し て も 採用 する 気 に は な 
れ ま せん . 

トラ ンス 類 の 仕様 は 図 7 で , 出 
カト ラン ス の 特性 は 図 8 で す . 
本 機 に 使用 し た XE-60-5 は , 旧 
タン ゴ 時 代 の 製品 で す が , 現在 の 


e20k0 1/2W 


ー 1 


033 ヵ F 
630V 


3TH41 


出力 トラ ンス : EX60.5 
P 16n 


Se2 KNFB 
ーー 
Pa K-NFB 
注 !) 出力 60W 30Hz. 電力 損失 021dB. 重量 4kg. 
2) Sg タッ プ は . B よ り 509% の 点 よ り 引 き 出 す 


アイ エス オー の 製品 で あっ て も . 
弄 番 が 同じ で あれ ば 特性 その 他 は 
同等 で す (前 平田 社長 が 設計 し た 
設計 書 を アイ エス オー の 鈴木 氏 が 


譲り 受け て 製作 し た も の で すか ら , 


同一 で ある こと は 当然 で す ) . 
実験 機 を 製作 され る 場合 は . 出 
カト ラン ス は アイ エス オー に , 電 

源 ト ラン ス は 菅野 電機 研究 所 に 依 


27kn 3W 


220pF 


500pF 
Oo16n 


O B0 
O 40 


O (COM 


30kn 2W 12kn 2W 


頼 さ れる と よい で し ょ う . アイ エ 
ス オ ー で る 電源 トラ ンス の 特注 は 


受け て くれ る よう に 聞い て いま す . 


さて , EL34 の 動作 状態 を 見 る 
と , 無 入力 の 場合 . 各 TP (テス 
ト ポ イ ント ) は 0.4V の 電圧 を 示し 
て いま す . TP は 出力 管 の カ ソ ー 
ド 電 圧 を 示し , 100 の 抵抗 が アー 
ス 間 に 入っ て いま すか ら , カ ソ ー 


ド に 流れ る 電流 は 次 の と お り で す . 


0.4 〔V] そ 10[Q] 0.04 〔A] 


出力 管 は 2 本 で すか ら , 2 倍 の 
電流 に な り ま す . 
0.04 [A] X2 三 0.08 〔A] 
三 80 [mA] 


次 に , 出力 50W 時 で は , TP 電 
圧 は 0.95V と な り ま す . 


724 


[ 表 3] 実験 機 の 各 電 極 電圧 


真空 管 電極 以外 の 重要 点 
① 電源 部 、 メ イン アン プ 部 、 フォ ノイ コラ イザ ー 部 


B 出 力点 | 1 番目 の デカ ッ | 2 番目 の デカ ッ | 3 番目 の デカ ッ | 4 番目 の デカ ッ 
定点 | GZ34 の | プリ ング の 出口 | プリ ング の 出口 | プリ ング の 出口 | プリ ング の 出品 
カソード | の 点 (15kQ) の 点 (150kQ) | の 点 (30kQ) | の 点 (10kO) 


323V 222V 265V 250V 


出力 管 の デカ ッ 
プリ ング の 出口 
点 (10kQ) 


入力 管 の デカ ッ 
プリ ング の 出口 
の 点 (20kQ ) 


電源 部 


シリ コン | シリ コン | フィ ルター 回 路 | バイ アス 調整 用 | バラ ンス 調整 用 | 出力 管 の 
整流 器 の | 整流 器 の | の 出口 の 点 可変 抵抗 器 の | 可変 抵抗 器 の | グリ ッ ド 
AC 入 力 | DC 出力 | (27kQ) 中 点 (2) 30kQ | 中 点 (2) 30kQ 


注 1) 入力 信号 0V の 場合 の 各 電極 電圧 を 示す . 
2) 電源 電圧 は 、AC100V を 供給 する . コ 
3) 一 V 表 示 は 、 コンデ ン サ ー を 通し て アー ス に 接続 し て ある . 
4) 12AX7 の ビン 6 一 8 の ユニ ッ ト は 未 使用 . 


[ 表 4] 実験 手 の メ イン アン プ 部 パー ツリ スト 


12AX7 (5751) フィ リッ プス ECG 
6CGZ RCA 

GZ34 シー メン ス 

3TH41 東芝 

XE-60-5 タン ゴ (ISO も 同じ ) 
K-884 菅野 電機 研究 所 
50FX2 LCR(UK)( ブ ロッ ク 型 ) 


84.17 〔W] 一 50 〔W〕 =34.17 [W] 
34.17 [W] 2 三 17.085 [W] 


以上 . 約 17 W が 出力 管 1 本当 
た り の 損失 で す . EL34 の プレ ー 
ト 許容 損失 は 25W で . スク リー 
ング リッ ド の 許容 損失 は 8W で す 
か ら 非 常に 楽 な 動作 に な っ て いま 
す . 

入力 部 に は 500kQ の 可変 抵抗 
器 を 配 し て , 音量 調整 を し ます . 

初段 は 電圧 増幅 を 行い . 2 段 目 
で カソード 結合 型 位相 反転 を 行い 
ます . 次 段 と の 結合 が 直結 に な っ 
て いて . 初段 は 12AXZ の 1/2 を 使 
用 し ます . 

6@CGZ の 上 下 の プ レー ト 人 負荷 抵 
抗 の 値 を 変え て . AC バ ラン ス を 
と っ て いま す . 

原 機 の 上 下 の 負 荷 抵抗 の 割合 は . 


28.75 [kQ] : 33[kQ] 
0.8712 : 1…… 87.12 [%] 


で す . 実験 機 の 場合 は . 


酸化 金属 皮膜 抵抗 
酸化 金属 皮膜 抵抗 
A&B モー ルド 

酸化 金属 皮膜 抵抗 
酸化 金属 皮膜 抵抗 
酸化 金属 皮膜 抵抗 
A&B モー ルド 

酸化 金属 皮膜 抵抗 
酸化 金属 皮膜 抵抗 


10F エル ナー( チ ュー ブラ ー 型 ) 
10F NCC (チュ ー ブ ラー 型 ) 
47/F | 松下 電器 (チュ ー ブ ラ ー 型 ) 


ソケット US 8 ピン 
ソケット MT 9 ビン 


0.38F 
0.22F 
220pF 
500pF 


シズ キ 

シズ キ 

サン ガ モ 

1000pF を 2 個 直列 に 使用 


500kQ 
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音量 調整 用 (コス モス ) 
各種 アジ ャ スト 用 (コス モス ) 
ハム パ バランサー 用 (コス モス ) 
酸化 金属 皮膜 抵抗 
酸化 金属 皮膜 抵抗 
A&B モー ルド 
酸化 金属 皮膜 抵抗 
A&B モー ルド 
酸化 金属 皮膜 抵抗 


RCA 型 ピン ジャ ッ ク 
出力 用 ター ミナ ル (4P) 
L 型 中 継 ラ グ 板 (6P) 
L 型 中 継 ラ グ 板 (5P) 
L 型 中 継 ラグ 板 (2P) 
シャ シー& ケ ー ス 
ヒュ ー ズ ホル ダー 
電源 スイ ッ チ 
電源 コン セン ト (3P) 
ツマ ミ 

デズ スト ター ミナ ル 
配線 、 結 束 バ ンド 
ビス ・ ナ ッ ト 
単 芯 シ ー ル ド 線 


い Q ユ ーーーーーー の の ーーー いい OOIoOーDNO ユ ーー ーー 


適量 
適量 
若 十 


サト ー バ ー ツ (テス ト 人 力 用 ) 
サト ー パ ー ツ 

サト ー パ ー ツ 

サト ー パ バーツ 

サト ー パ ー ツ 

図 9, 10 参 照 ( 鈴 蘭 営 SL-10) 
3A ヒュ ー ズ 付き 
日 本 開閉 器 

XLR タイ プ 

サト ー パ ー ツ 

サト ー パ バーツ 

協和 電線 

ナー ニワ ・ ビ ピス 

協和 電線 


注 ) 信号 は テス ト ト 入 力 か ら ら 出力 は 出力 
トラ ンス の 2 交代 B0 遇 子 と する 


歪 率 [ 別 


注 ) 信号 は テス ト 入 力 か ら 入れ . 出力 は 由 カ | 
トラ ンス の 6 次 計 8n 端 子 と する 


周波 数 [Hz] 
[ 図 14]1 ダン ピン グフ ァ ク ター 特性 


どちら も ,. カー ブ 内 に 変 な 凹凸 
が あり ませ ん . 

図 13 は 歪 率 特性 で す . いずれ 
も 17dB の 負 帰 還 が か か っ て いる 
の で , カー プ の 形 は ハー ド デ ィ ス 
トー ショ ン 型 で す . 


10kHz の カー プ は 原 機 の 方 が 下 


が っ て いま す が , 平均 の 歪 率 は 実 


験 機 の 方 が 若干 少 な めで す . 3 つ 
の カー プ ブ も ほぼ 揃っ て いま す . 
図 14 は ダン ピン グフ ァ ク ター 特 
性 で す . 係数 値 10 の まま 20kHz 
で 直線 で 伸び . 50kHz で 係数 値 
19 に な り ま す . 


] 注 ) ) 信号 は テス ト 入力 か ら 入 れ 
出力 は 出力 トラ ンス の 2 次 側 
_90 購 子 と する 二 


[ 図 13] 歪 率 特性 


[ 表 5] 高 域 部 の 特性 比較 


落ち 始め 


100kHz 


200kHz 
300kHz | 


原 機 は 40kHz まで 平坦 で す が . 
係数 値 は 5.8 し か あり ませ ん . こ 
の 相違 は , 出力 トラ ンス の 電力 損 
失 の 違い だ と 思い ます . 

次 は . オシ ロス コー プ に よる 応 
答 波 形 の 観測 で す . 

写真 1 は サイ ン 波 . 50W, 1kHz 


(a) 100Hz 方 形 波 (b) 1kHz 方 形 波 (c) 10kHz 方 形 波 


[写真 1] サイ ン 波形 応答 50W Me あん 
(kHz) [写真 2] 実験 機 の 各 周波 数 の 方 形 波 応答 波形 (負荷 80 ) 


各 波 形 の 信号 は , テス ト 入 
力 か ら 入 れ , 出力 は 出力 ト 
ラン ス 2 次 側 80 と する . 


(a) 負荷 8O 十 0.1 uF 
[写真 3] 実験 機 の 容量 負荷 時 の 10kHz 方 形 波 応答 波形 


(b) 負荷 8OQ 十 0.5nF (c) 負荷 8Q 十 1nF 
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[ 表 6] 試聴 時 の 機器 お よび 音楽 ソー ス 


1.、 CD プレ ー ヤ ー : パイ オニ ア 製 
DVD. LD プレ ー ヤ ー DVL-919 
CD 専用 真空 管 式 プリ アン プ , 烹 文 党 
新光 社 「CD 使 いこ な し テク ニッ ク 』 
に 発表 し た アン プ 
2. スピ ー カ ー シ ス テム : アル テッ ク 製 
612C モニ ター 
サブ ・ ス ピー カー シス テム : エグ ザク ト 製 
16cm フリ ー エ ッ ジ , ダ ブル コー ン ・ ド ロ 
ンコ ー ン 付き 
3. 試聴 ソー ス (CD) 
(A) Audio STAKKATO, ドイ ツ 盤 
オー ディ オチ ェ ッ ク 用 CD 
ポリ グラ ム , CD-101001 
(B) Grammy Nominees 2001、Joni 
Mitchell 青春 の 光 と 影 」Destiny's 
Child プ セイ ・ マ イ ・ ネ ー ム 
東芝 EMI、TOCP-65684 
(C) J.S. バ ッ ハ : ブラ ン デ ン ブ ル グ 協奏 曲 . 
Concertus musikus Wien 
テル デック ., 8.42840 
(D) ビル ・ エ バン ス ・ ジ ャ ズ ・ ミ レニ 
アム 。 オータム ・ リ ー フ ブフ 。 ナ イト ・ 
アン ド ・ デ イ ・ 他 。 ビ クタ ー。 
VICJ-60801 
(E) L・A・4 アラ ン フ ェ ス 協奏 曲 、. ア ラン 
フェ ス 協 奏 曲 他 
コン コー ド ・ レ コー ド 、CCD-4018 
(F) フィ ン ラ ンド の オル ガン 音楽 、 
Joonas KOKKONEN プ 永遠 の 光 . 
Taneli KUUSISTO グ 幻想 曲 ( 緑 の オ 
リー ブ の 枝 )、Kalevi Kiviniemi 演 
奏 、 ワー ナー.,WPCS-10645 


の 場合 で 、 ク リッ プ 直 前 で す . B 
重圧 が 少し 高い 分 だ け 原 機 の 方 が 
少々 余裕 が あり ます . 

写真 2 は , 各 周 波数 に お ける 方 
形 波 に 対す る 応答 波形 で す . (a) 
は 100Hz で , 低 域 が 良く 伸び て い 
る こと が わか り ま す . 原 機 で は 左 
肩 が 上 が り ,. 低 域 が 実験 機 ほど 伸 


び て い ま せん . (b) は 1kHz で , 


周波 数 特性 が 100Hz より 10kHz の 


間 は 平坦 で ある こと を 表し て お り , 


原 機 も 同様 で す . (c) は 10kHiz の 
渋 形 で す . 
周波 数 特性 は . 相当 高 域 ま で リ 


ン ギ ング な ど は 発生 し て いま せん . 


左肩 に 極微 小 な 凹凸 が 見 られ ます 


名 機 の 回 路 を 検証 する (67) 


[ 表 7] 原 機 ・ 実 験 機 の 聴感 比較 表 
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注 1) 広 の 数 が 多い ほど 良好 (最高 王 5) 


注 2) 衣 の 数 が 多い ほど 良好 (最高 王 5). 賑やか で な い 


※ 今回 の 原 機 の 音 は 、 エネ ルギー の 中 心 は や や 下 側 に 寄っ た 感じ に 聴こえ る . 高 域 は 少々 エネ 
ルギー の 不足 感 が ある . 中 低 域 は 原 機 の 方 が 出 て いる 感じ が する . 実験 機 は 、 周 波数 的 に は 広 
帯域 に 再生 され て いる の は わか る が 、 中心 が や や 不明 瞭 で ある . 


が , 聴感 上 の 影響 は な いよ うに 思 
いま す . 

写真 3 は , アン プ の 安定 性 を 見 
る た め に 80 の 純 抵抗 負荷 に 並列 


に コン デン サー (容量 性 ) を 接続 し 


10kHz の 方 形 波 を 入力 し た と き の 
応答 波形 で す . (a) は 0.1/F, (b) 
は 0.5/F. (c) は 17F で す . コン 
デン サー の 容量 値 を 増やし て いっ 
て も , 実験 機 の 場合 発振 し た り 
不安 定 に は な り ま せん . 容量 値 が 
これ 以上 増す と リン ギン グ ( 波 の 
高低 ) が 低く な り , 波形 全体 が 丸 
く な っ て いき ます . 


原 機 と 実験 機 の 比較 試聴 
試聴 に 際 し , 用 意 し た 機器 お よ 


び ソ ー ス の 概略 を 表 6 に 示し ます . 


今回 検証 し た HF-52 は 民生 機 の 
た め , 業務 用 機器 に よく ある 強力 


に 押し 込ん で くる よう な 感じ は あ 
り ま せん . 

プリ アン プ 部 は 音質 調整 回 路 が 
付属 し て いる の で , メイ ン ア ンプ 
部 の 比較 試聴 と な り ま す . 原 機 と 
実験 機 の 違い は , 端的 に いう と 聴 
感 上 の 音 の エネ ルギー 的 中 心 が ど 
の 辺 に ある の か と いう こと で す . 

物理 的 特性 は 実験 機 の 方 が 良い 
測定 値 が 出 て いま す の で , 音 の エ 
ネル ギー の 中 心 が 特定 で きか ね ま 
す . 反し て ., 原 機 の 方 は 帯域 が 狭 
い 分 , 音 の エネ ルギー 的 中 心 が 特 
定 し や すく , 本 機 に お いて も 中 心 
より 若干 , 下 側 に ある よう に 感じ 
まず: 

以上 が , 原 機 の 方 が 中 低 域 に 厚 
み が あ る よう に 感じ られ る 原因 だ 
と 思い ます . 詳細 に つい て は , 表 
7 の 聴感 比較 表 を 見 て くだ さい . 
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